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される因子であり、矯正学的歯の移動時には骨細胞が細胞死を起こす。破骨細胞前駆細胞に TNF-α と IL-33
を加えて培養すると破骨細胞形成が抑制され、TNF-αとIL-33をマウス頭蓋部皮下へ注射すると破骨細胞形成
および骨吸収が抑制された。また、IL-33はIκBのリン酸化およびNF-κBの核内移行を阻害することがわか
った。さらに、マウスの矯正学的歯の移動時にIL-33を歯肉に注射すると、破骨細胞形成が抑制され、歯の移
動量が減少した。これらの結果から、IL-33はTNF-αによる破骨細胞形成を抑制することが示唆された。IL-33
は矯正学的歯の移動時に細胞死を起こした骨細胞から放出され、圧迫側に発現する TNF-α による過度の炎症
を抑えていると推測される。 
これらのことから、骨細胞関連因子は破骨細胞形成に促進的に働く因子もあり、抑制的に働く因子もあるこ
とがわかった。 
 
